
勝山市旧機業場事業費 
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5,071 起債対象外 
10,164
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１２
月
5
日
に
勝
山
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
「
勝
山
市
旧
機
業
場
」
は
、
過
去
に

も
解
体
撤
去
す
る
か
、
保
存
す
る
か
の
判
断

を
求
め
ら
れ
る
局
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
保

存
要
請
の
強
い
声
が
あ
っ
て
、
廃
業
当
時
の

ま
ま
保
存
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
改
め
て
こ
の
保
存
整
備
の
是
非
に

つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
勝
山
市
指
定
文
化
財
と
し
て
の
重
要

性
、
保
存
決
定
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
理
由
、

お
よ
び
活
用
案
、
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

こ
の
た
び
整
備
す
る
旧
機
業
場
建
物
整
備

の
み
に
関
す
る
費
用
は
、
約
3
億
2
7
0
0

万
円
と
な
り
ま
す
。

内
訳
は
、
交
付
金
で
約
１
億
3
１
0
0
万

円
、
起
債
で
実
質
１
億
3
6
0
0
万
円
、
一

般
財
源
で
約
6
0
0
0
万
円
の
見
込
み
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
借
入
金
で
あ
る
起
債
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
3
年
据
え
置
い
た
後
、
１２
年
間
で
毎

年
約
１
2
7
0
万
円
を
償
還
し
て
い
く
見
込

み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
割
の
１
2
7
万
円

が
地
方
交
付
税
算
入
と
い
う
形
で
勝
山
市
に

戻
さ
れ
ま
す
。

事
業
費
の
概
要

維
持
管
理
経
費
は
、
年
間
１
１
0
0
万
円

と
な
る
試
算
を
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
活

用
計
画
を
策
定
す
る
中
で
確
定
し
て
い
き
ま

す
。
管
理
運
営
に
は
指
定
管
理
者
方
式
を
は

じ
め
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
、
指
定
管
理
者

と
し
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
各
種
関
係
団
体
、

民
間
業
者
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
、
市
民
の
誇
り
と
夢
を
育
む
施
設

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
旧
機
業
場
を
保
存
し
、
活
用
す
る
た

め
の
先
行
事
例
を
参
考
に
す
る
た
め
に
、
ま

ち
な
か
整
備
推
進
会
議
な
ど
有
志
の
か
た
た

ち
と
、
京
都
府
与
謝
野
町
に
あ
る
「
丹
後
ち

り
め
ん
歴
史
館
」
お
よ
び
群
馬
県
桐
生
市
の

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
工
場
群
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

「
丹
後
ち
り
め
ん
歴
史
館
」
は
、
倒
産
し

廃
業
し
た
由
緒
あ
る
織
物
工
場
を
ま
ち
の
有

志
が
買
い
取
り
、
織
機
や
撚
糸
機
な
ど
古
い

機
械
を
展
示
し
、
一
部
を
動
か
し
て
丹
後
ち

り
め
ん
の
歴
史
が
分
か
る
資
料
館
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ち
り
め
ん
や
産
地
で
織
ら
れ
た
絹

織
物
を
プ
リ
ン
ト
し
た
製
品
な
ど
を
中
心
に

販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
入
場
料
は
無

料
で
す
。

一
方
、
桐
生
市
で
は
、
現
在
も
2
5
0

棟
以
上
残
っ
て
い
る
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
群

の
近
代
化
遺
産
を
博
物
館
や
資
料
館
、
彫
刻

家
た
ち
の
共
同
ア
ト
リ
エ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

劇
場
、
美
容
室
、
料
亭
に
と
様
々
な
活
用
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
経
費

利
活
用
に
つ
い
て

勝
山
市
旧
機
業
場
の
価
値
は
以
下
の
4
点

に
集
約
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

○
建
物
の
多
く
の
部
分
が
、
煙
草
産
業
か
ら

繊
維
産
業
に
転
換
し
た
年
で
あ
る
明
治
３７

年
に
建
て
ら
れ
て
い
る

○
明
治
期
の
繊
維
工
場
は
、
県
内
で
は
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い
な
か
で
、
玄
関
や
事

務
所
な
ど
を
備
え
た
本
格
的
な
工
場
と
し

て
の
姿
を
、
今
に
残
し
て
い
る

○
工
場
棟
に
は
糸
繰
り
機
や
整せ

い

経け
い

機き

な
ど
多

く
の
機
械
類
や
器
具
類
、
ま
た
、
下
足
箱

や
仮
眠
室
、
乾
燥
場
な
ど
が
よ
く
残
さ
れ
、

当
時
の
機
業
場
内
部
の
様
子
を
伝
え
る
貴

重
な
産
業
遺
産
で
あ
る

○
明
治
後
期
か
ら
大
正
前
期
の
木
造
二
階
建

て
の
建
物
が
、
そ
の
ま
ま
現
地
に
勝
山
市

所
有
物
と
し
て
残
っ
て
い
る

勝
山
で
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
的
な
建
物
や

構
築
物
を
多
く
取
り
壊
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
代
表
例
が
江
戸
時
代
の
勝
山
城
趾
で
あ

り
、
煙
草
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
専

売
公
社
で
す
。

江
戸
時
代
の
城
趾
、
勝
山
の
近
代
化
を
支

え
た
煙
草
と
繊
維
の
遺
産
。
こ
の
う
ち
、
城

趾
と
煙
草
の
遺
産
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

回
、「
繊
維
」
の
遺
産
の
建
物
が
な
く
な
れ

ば
、
勝
山
の
歩
ん
で
き
た
近
代
化
の
歴
史
は
、

記
録
や
博
物
館
の
中
で
し
か
、
分
か
ら
な
く

な
り
ま
す
。

平
成
１４
年
か
ら
、
勝
山
市
所
有
の
建
物
と

し
て
残
さ
れ
た
旧
機
業
場
の
建
物
の
保
存
に

つ
い
て
本
格
的
な
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
文
化
財
保
護
委
員
会
な
ど
市
民
代
表
の

学
識
経
験
者
１０
人
に
よ
る
「
旧
木
下
機
業
場

お
よ
び
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
て
、
１０
数
回
の
協
議
の
結
果
、「
往
時
の

絹
織
物
工
場
の
雰
囲
気
を
残
し
た
建
物
を
活

か
し
、
勝
山
の
繊
維
産
業
の
歴
史
を
保
存
し

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
周
辺
施
設
と
連

携
し
な
が
ら
市
民
の
交
流
の
場
、
文
化
的
な

賑
わ
い
空
間
を
創
出
す
る
」
と
し
て
、
保
存

を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
１５
年
に
一
体
的
な
ま
ち
な
か
整
備
を

図
る
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」、
１６

年
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
の
採

択
を
受
け
、「（
仮
称
）
お
り
も
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
し
て
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
着

手
し
ま
し
た
。

機
業
場
の
価
値

保
存
の
経
緯

全
国
の
都
市
と
同
じ
よ
う
に
、
勝
山
市
で

も
中
心
市
街
地
が
空
洞
化
し
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
「
ま
ち
」
と
し
て
の
本
来
の
機
能

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
ま
ち
」
の
機

能
を
取
り
戻
す
に
は
、「
ま
ち
」
を
も
う
一

度
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

近
代
工
業
の
発
展
の
歴
史
は
、
技
術
革
新

の
歴
史
で
あ
り
、
繊
維
産
業
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
古
い
機
械
や
建
物
は
、
ゴ
ミ
と

し
て
捨
て
ら
れ
、
産
業
遺
産
と
し
て
き
わ
め

て
高
い
価
値
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

存
し
て
い
る
も
の
も
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
勝
山
市
の
繊
維
産
業
は
、
近
代

に
お
い
て
、
こ
の
ま
ち
を
形
づ
く
っ
た
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
明

治
３７
年
の
専
売
制
に
よ
り
煙
草
製
造
業
者
が

繊
維
業
に
転
換
し
、
レ
ー
ヨ
ン
の
世
界
的
な

広
ま
り
か
ら
、
繊
維
は
ま
ち
の
基
幹
産
業
と

な
り
、
旺
盛
な
労
働
力
需
要
は
旧
村
部
に
拡

大
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
旧
町
と
旧
村
の

人
的
交
流
、
経
済
交
流
が
盛
ん
と
な
り
、
１

町
8
カ
村
合
併
に
よ
る
現
在
の
勝
山
市
成
立

の
基
盤
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
旧
機
業
場
の
建
物
を
活
用
し

て
、
こ
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
、
発
展
の
歴
史
、

そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
産
業
や
文
化
、
政
治
、

教
育
な
ど
、
先
達
の
残
し
た
知
恵
や
経
験
、

努
力
の
あ
と
を
目
に
見
え
る
形
で
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

勝
山
市
に
は
現
在
、
市
の
歴
史
を
知
り
、
そ

の
資
料
を
見
ら
れ
る
独
立
し
た
公
的
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
ま
ち
に
誇
り
を
持
つ

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

保
存
活
用
の
必
要
性

勝山市旧機業場内に保管されている糸繰り機
古い機械を展示する「丹後ちりめん歴史館」

こ
う
い
っ
た
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

「
勝
山
市
旧
機
業
場
」
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
用

小
ホ
ー
ル
や
展
示
会
場
に
加
え
、
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
案
内
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
繊
維
業
の
現
場
で
働
い
た

人
た
ち
が
織
機
を
動
か
し
「
語
り
部
」
と
し

て
勝
山
の
繊
維
の
歴
史
を
伝
え
る
仕
組
み

や
、
現
在
も
地
場
産
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
「
手
染
め
教
室
」
な
ど
を
体
験
す
る
仕

組
み
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

資料館に利用される旧工場（桐生市）

ま
ち
な
か
誘
客
効
果

勝
山
市
長

山
　
岸
　
正
　
裕

勝
山
市
に
は
、
年
間
１
１
0
万
人
の
来
訪

者
が
あ
り
ま
す
が
、
主
な
観
光
地
は
す
べ
て

郊
外
に
あ
り
ま
す
。
恐
竜
博
物
館
、
ス
キ
ー
ジ

ャ
ム
、
越
前
大
仏
、
勝
山
城
博
物
館
、
平
泉

寺
。
こ
の
来
訪
者
を
中
心
部
に
引
き
寄
せ
る

に
は
ま
ち
な
か
の
魅
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

旧
機
業
場
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
建
て
ら
れ
大
規
模
に
保
存
さ
れ
る
建

造
物
と
し
て
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
産
業

遺
産
と
し
て
注
目
を
集
め
る
で
し
ょ
う
。
ま

ち
の
誇
り
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い市

街
地
活
性
化
推
進
室（
1
内
線
3
0
8
）

勝
山
市
旧
機
業
場
活
用
検
討
委
員
会
の
委
員

の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
委
員
長
）

和
田
　
雅
弘

勝

山

市

区

長

連

合

会

（
副
委
員
長
）

林
　

昭
（
社
）
勝
山
青
年
会
議
所

（
委
　
　
員
）

増
田
　
公
輔

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
会

松
山
　
信
裕

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

白
木
　
督
三

勝

山

市

繊

維

協

会

小
泉
信
太
郎

勝

山

市

繊

維

協

会

木
村
美
智
子

勝
山
市
小
中
学
校
研
究
会

細
川
　
信
男
（
社
）
勝

山

観

光

協

会

嶋
田
　
清
子

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

山
内
久
美
子

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

荒
井
　
由
泰

勝

山

商

工

会

議

所

村
上
　
忠
義

一
　
般
　
公
　
募

松
田
　
英
子

一
　
般
　
公
　
募

川
嶋
　
正
己

一
　
般
　
公
　
募

硲
　
　
知
晴

一
　
般
　
公
　
募

問


